
 

 

 

 

 

 

 
所作に現れる人間性  

校長 櫻庭 淳  

５月２５日（日）～２７日（水）、２泊３日の行程で３年生が京都・奈良へ修学旅行に行

ってまいりました。初日の奈良に到着したときはわずかに雨が降っていましたが、東大寺

に入るころには雨は止み、そのまま最終日まで曇りという絶好
・ ・

の天候でした。近年この時

期の京都・奈良は蒸し暑く、熱中症に注意しなければならないものですが、今年はそのよ

うな心配は一切ありませんでした。幸い大きな事故や怪我もなく、全行程を終えて帰宅す

ることが出来ました。早朝の鴻巣駅集合、予定より少し早めの鴻巣駅到着などで保護者の

方々には大変お世話になりました。ご理解、ご協力に感謝申し上げます。 

さて、この修学旅行で、私は「３年生の成長した証」を見られることを楽しみにしてい

ました。様々な場面で見られましたが、特に驚いた（感動した）ことについて紹介します。 

初日の奈良公園班別行動を終え、夕刻に京都に戻り上京区にある「河村能舞台」で「能

楽おもしろ講座」を受講しました。NPO法人の能楽普及協会で理事を務められている河村

純子さんが「能」を初歩から解説してくださいました。能舞台で使用する面、衣装、小鼓

についての解説と代表生徒の体験、最後に名作「屋島
や し ま

」の上演まで、河村さんの思わず引

き込まれる語り口もあり、あっという間の講座でした。 

河村さんがまとめのお話しをして、最後に舞台中央の座布団に正座をしたときのことで

す。様々な姿勢で鑑賞していた３年生たちが、誰からともなく次々に正座を始め、全員が

正座をして姿勢を正したのです。そして河村さんの礼に合わせて「ありがとうございまし

た。」とお礼を言いました。普段の講座ではこれで終わっていたはずですが、河村さんは改

めて立ち上がり、３年生たちの所作について褒めてくださいました。 

帰り際、私が改めて河村さんへお礼に伺ったところ、「年間１５０校以上の小・中学校に

講座をやっていますが、こんな礼儀正しい生徒さんはなかなか見られません。素晴らしい

生徒さんたちですね」と重ねて褒めてくださいました。 

日本の伝統的な文化に「居
い

住
ず

まいを正す」というものがあります。居住まいとは、座っ

ている様。居住まいを正すとは、座っている姿勢を改めてきちんとした姿勢に直すこと。

また、畏
かしこ

まる様子を表す際の表現に用いられます。茶道や武道でよくみられる「何かを行

う前に、ひとつ呼吸を整え、姿勢を正す」それは多くの場面で大切にされてき 

た所作です。鴻巣北中３年生の所作に驚き、「成長した証」を目の当たりにする 

ことが出来て感動しました。後輩のお手本として、今後の活躍が楽しみです。 

  

  

 

 

 

 

 

 

花 水 木 

鴻巣北中学校公式HP http://www.city.konosu.ed.jp/kokita-j/ 
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